
国道30号線共同経営計画
岡山電気軌道株式会社

両備ホールディングス株式会社

資料２



共同経営計画の対象範囲・計画の内容
� 区域︓岡山市内国道３０号線沿線
� 路線︓岡山駅〜⼤東線
� 系統

○岡山電気軌道株式会社
第E-14号系統（岡山駅〜天満屋〜⼤東）など３系統

○両備ホールディングス株式会社
第120号系統（岡山駅〜当新⽥〜渋川３丁目）など８系統

� 計画の内容︓ダイヤ調整・停⾞停留所の統⼀化と収益の分配
２社で共同して運⾏ダイヤを調整し、お客様の利便性を

損なわず運⾏の効率化を図る。
停⾞停留所を統⼀化し、両備・岡電関係なく、ご利⽤を

頂けるようにする。



運⾏ダイヤの調整（案）

岡電バス岡南営業所止めは除く



停⾞停留所の共通化
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対象系統の昨年度の収⽀状況（２０１９年度）

運送収入 営業費用 損益

両備ホールディングス １１９，８４３ １７３，３９３ ▲５３，５５０

岡山電気軌道 ９１，７２２ １１６，８１６ ▲２５，０９４

合計 ２１１，５６５ ２９０，２０９ ▲７８,６４４

千円



共同経営計画を実施することによる効果
� 運⾏回数

平日 3.5回減便
土日祝 6.5回減便

� ⾛⾏キロ
平日⼀日当たり ▲５５，１ｋｍ
土日祝⼀日当たり ▲１００,３ｋｍ

� 変動費（⼈件費＋燃料油脂費） ※１ｋｍ当たり１３０円で計算
平日 ▲７，１６３円
土日祝 ▲１３,０３９円

� 固定費（⾞両修繕費・保険など）
１日当たり ▲４，００５円

� 削減できる費⽤
⼀日当たり 平日 １１，１６８円

土日祝 １７，０４４円

削減費用を両社の運⾏本数で
按分する



� 共同経営計画後の運⾏回数（案）
岡山電気軌道 平日・・・31.5回 土日祝・・・25.0回
両備ホールディングス 平日・・・28.5回 土日祝・・・21.5回

� ⼀年間当たりの効果
岡山電気軌道 経費削減額 2.5百万円

〃 ※減収額 ▲1.4百万円
両備ホールディングス 経費削減額 2.2百万円

〃 ※増収額 1.4百万円

※岡電バスの減回により両備バスにお客様が移⾏すると思われる⾦額

まとめ


